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第３次渋川市行政改革大綱（実施計画）の平成２８年度取組実績

１ 「簡素で効率的な市役所の実現」

(１) 職員の意識改革と人材の育成

ア 人材育成の推進

・人材育成基本方針に基づき職員研修を実施（ ＣＳ接遇研修 「メンター「 」、

研修 「人事評価研修 「職階別新任者研修」など）」、 」、

・沼田市と合同で「女性キャリアデザイン研修」を実施

（実施回数延べ８５回、参加人数延べ１,１６４人）

イ 新たな人事評価制度の導入

、 、・被評価者研修や制度周知を行いつつ 新人事評価制度を導入するとともに

平成２９年度に向け制度の検証や必要な修正を実施

ウ 職員提案・職場提案制度の推進

・職員提案を実施し、採用提案について実現に向けて検討するよう関係部署

に指示

（提案数 提案部門：１８提案、実践部門：６提案）

(２) 効率的な組織機構の構築

ア 組織体制の簡素化・迅速化

・組織のスリム化のため会計部を廃止し、会計管理者が会計課長を兼任

イ 定員管理の適正化

・第３次定員管理適正化計画に基づき定員の適正化を推進

（Ｈ２７年度７７９人→Ｈ２８年度７７０人）

ウ 市民サービスの向上

・住民票等の異動届提出者に対して、その他の申告漏れを防ぐため、手続が

必要な事項が記載された「窓口連携通知」文の配布を開始

(３) 電子自治体の推進

ア 情報通信技術の有効活用

・渋川市情報化推進基本方針及び平成２９年度渋川市情報化推進実施計画を

策定

・体育施設等のインターネット予約に有料公園施設を追加

・電子申請等受付システムの利用拡大

（Ｈ２７年度１８手続→Ｈ２８年度２０手続）
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・道路の破損などに対応するため、しぶかわ情報通報システムの実証実験を

実施し、検証を行った （Ｈ２８年１２月～Ｈ２９年３月）。

イ 情報セキュリティ管理の徹底

・情報セキュリティ監査を実施

・職員を対象とした情報セキュリティ研修を実施

（実施回数延べ６回、参加人数延べ１４０人）

・自治体情報セキュリティ強化対策として生体認証を導入

(４) 民間委託等の推進

ア 外部委託・民営化の推進

・心身障害児通園施設ひまわり園の民間移譲が完了

・子持・小野上デイサービスセンターの民営化実施

イ 委託内容の見直し

・業務の特性に応じて長期継続契約への移行を推進

２ 「協働と役割分担によるまちづくりの実現」

(１) 地域協働体制の構築

・各種審議会等への女性委員の登用率を向上させるため、現状を周知

（女性委員登用率：Ｈ２７年度２２.５％→Ｈ２８年度２４.０％）

(２) 自治会及びＮＰＯ、ボランティア等市民活動団体への支援と連携の強化

・しぶかわＮＰＯ・ボランティア支援センターによる市民活動団体への支

援の充実及び利用登録団体の登録促進

（登録団体数：Ｈ２７年度４４団体→Ｈ２８年度５５団体）

・スポーツボランティアバンク登録者の登録促進

（登録者数：Ｈ２７年度２３９人→Ｈ２８年度２４７人）

・しぶかわスポーツクラブの設立準備委員会を設置し、設立に向けて協議

（設立準備委員会の開催：Ｈ２８年度 ４回）

・地域社会の発展と人材育成を目的に、上武大学と連携協力に関する協定を

締結

３ 「次世代への負担を軽減する財政運営の実現」

(１) 計画的な財政運営の推進
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ア 「渋川市財政の現状及び今後の見通しと取組み」の推進

・新たな地方公会計制度の導入に向けて調整を進めるとともに、統一的な基

準による財務書類等の活用方針を策定

・スクラップアンドビルドによる補助金の抑制

（Ｈ２７年度６８８,９６１千円→Ｈ２８年度６７１,８２４千円）

イ 一般財源枠配分方式による予算編成

・予算編成において、事業の重点化を推進

・水道事業と簡易水道事業を統合

(２) 公用財産等の適正な配置及び管理

ア 公共施設の効率的な配置・運営

・市営デイサービスセンター４施設を事業廃止し、施設の有効活用のため、

市内法人へ貸付け

・旧渋川総合病院の有効活用を図るため、複合型施設「すこやかプラザ」を

整備し、一部に学校法人群馬パース学園を誘致

・渋川市観光施設等のあり方検討委員会を開催し、報告書を作成

・渋川市新庁舎基本方針を策定

・固定資産台帳の整備が完了し、公有財産の一元管理を開始

・伊香保行政センターを伊香保公民館別館に移転

イ 公用車の適正な配置

・第２次公用車配置適正化計画を策定

（Ｈ２９年度２７８台→Ｈ３３年度２６２台）

ウ 公共施設への省エネルギー機器の導入促進

・防犯灯の新規設置や未交換箇所のＬＥＤ化（５８基）

・本庁舎市民課前ホール等の照明器具をＬＥＤに交換

(３) 人件費の抑制

ア 人件費の抑制

・組織体制の見直しによる職員数の削減

・再任用職員の活用（Ｈ２８年度１７人）

（人件費総額：Ｈ２７年度５,４５５,９７２千円

→Ｈ２８年度５,４４７,４６８千円

イ 時間外勤務の縮減

・時間外勤務の厳格化を推進するとともに、実施可能職場において時差出勤

を実施
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（ ）時間外勤務：Ｈ２７年度４３,３２９時間→Ｈ２８年度４２,７３９時間

(４) 公営企業事業等の健全化

ア 水道事業

・平成２９年３月２７日付で水道事業変更届出（事業の譲受け）が厚生労働

大臣に受理され、水道事業と簡易水道事業が事業統合

イ 第三セクター等の改革

・渋川市民ゴルフ場が平成２８年１１月３０日に解散決議し、平成２９年３

月３１日に清算結了

(５) 自主財源の確保

ア 市税等収納率の向上

・差押等の強化（１,２３８件、税充当額１１３,２０４千円）

・時差出勤による夜間戸別訪問

・夜間電話催告等

（市税収納率：Ｈ２７年度９１.９％→Ｈ２８年度９２.６％）

イ 市税等（市税、使用料及び手数料）以外の自主財源の確保

・市有地の売却（１４件、１９,０６４千円）

・不用物品の売却（消防ポンプ車３台、２,３９９千円）

・ホームページ・広報紙への有料広告の掲載（１,７５０千円）

・ふるさと応援寄附金について、インターネットからの申込受付、クレジッ

、 （ 、 ）トカード決済 感謝券の発行等を開始 ２,８３７件 ２１５,７８８千円

ウ 受益と負担の適正化

・伊香保地区市営駐車場の有料化を開始（Ｈ２８年８月）

・職員等駐車場使用料徴収の適用拡大（Ｈ２８年４月）

４ 「市民から一層信頼される透明で公正な行政の実現」

(１) 広聴活動の充実及び市民意見の反映

・各種計画等の策定にあたり、市民意見公募を実施

（公募数９件、意見数２２件）

(２) 行政評価の推進

・総合計画の施策体系別に分類した事務事業評価を実施（１２２事業）

（評価結果：拡大１０事業、実施手法の改善等１１１事業、統合１事業）
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(３) 情報公開の推進

・利用者にとって使いやすく分かりやすいホームページづくりを推進

（閲覧総数：Ｈ２７年度１,３０９,６７８件

→Ｈ２８年度１,３８２,４０７件）

・ほっとマップメールの利用登録の促進のため、広報紙に掲載

（平成２７年度末８,５３０件→平成２８年度末９,６６０件）

・本庁舎２階に市民が予算書等の行政資料を自由に閲覧できる「市政情報コ

ーナー」を設置

◆平成２８年度行政改革による財政等効果

１ 歳出の削減額

（１）補助金総額の見直しによる削減・・・・・・・・・・ １７,１３７千円

（２）人件費の削減・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８,５０４千円

２ 歳入の確保額

（１）職員等への駐車場有料貸付・・・・・・・・・・・・・ １０,５６１千円

（２）市有地及び法定外公共物の売却・・・・・・・・・・・ １９,０６４千円

（３）不用物品の売却・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２,３９９千円

（４）有料広告（広報、ホームページ ・・・・・・・・・・・ １,７５０千円）

（５）財産貸付（上記（１）を除く ・・・・・・・・・・・ ５０,８８３千円）

（６）差押等による税充当額・・・・・・・・・・・・・・ １１３,２０４千円


